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勇断座屈に起因する しわについて
矢井田修 ・坂上紀久子
Study on "Shiwa" due to Shear Buckling 
OSAMU YAIDA and KIKUKO SAKAJHO 
序論
しわの生じる物理的成因は多数あり 1) それらの物
理的成因によって種々の異なる形態のしわが形成される。
また， しわの程度は原料繊維の物理的特性，糸構造や布
構造，染色仕上げの方法，そして使用環境条件によって
大きく影響を受ける 2)。
以前の報告3)では，種々のしわの中で物理的成因のはっ
Topflange 
きりしている， クリーズ，圧縮または屈曲座屈に起因す Clamp 
るしわ，明断座屈に起因するしわの3種類について，モ
ンサント法，大丸法， AATCC法をそれぞれ対応する
試験法として採用し，15種類の繊維による平織物にしわ
をつけ，そしてそのしわのつきやすさと回復のしやすさ
について検討した。
今回はこれら 3種のしわの中で郵断座屈に起因するし
わについてAATCC法における努断角度を変化させ，
興断角度がしわの形成に及ぼす影響について調べた。
実験 方 法
1.実験装置および実験方法
実験装置の概略を図 1に示す。この装置は布を明断変
形させた後に加圧し， しわ付けを行う方式である。まず，
上部フランジをロッキングピンで装置の上部に固定する。
試料はたて15cmよこ28cmの長方形に採取し，上部フラン
ジに試料布の長端部を布表を外側にして巻付け，鉄製の
板パネとクランプで止める。さらに試料布の片側の長端
部を下部フランジに巻付け，上部と同じ方法で止める。
試料布にたるみができないように調整してからロッキン
グピンをゆるめ，上部フランジをゆっくりと回転させ
(布に明断変形を与えながら)下部まで下げ，装置の下
部フランジと上部フランジが接触すると直ちに3500gの
荷重を上部フランジにかけ， 20分間放置する。その後
3500gの荷重を取除き，上部フランジを元の位置に戻し，
試料布を試験機から取り外す。取り外した直後に観察板
(1) 
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図1.AATCCテスト法ー128による実験装置の概略
に吊るし写真撮影をする。そして試料布を24時間恒温恒
湿槽内に放置し，その後同様に写真撮影する。
明断角度を変える方法と しては.上部フランジが下部
フランジに接触するまでの回転角度を変化させるため，
下部フランジを上下移動および任意の位置に固定させる
ことのできるように改良した装置を用いた。回転角度は
60.， 120.， 180.の3段階とした。
なお，しわに関する実験では環境湿度の影響がとくに
大きいので，ほぼ同じ相対湿度条件 (60:t5 % R H)の
時を選んで実験を行った。
2.実験試料
実験試料用布として表1に示す15種の織布を用いた。
組織はすべて平織であるが， レーヨン，アセテー卜，ナ
イロン，ポリエステルおよび塩化ビニル製の布はフィラ
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図3.明断角度を変化させたときの
しわのI"Ji貫性の比較 (60'と180')
図5は明断角度が120'と180'の場合の試料布のしわ回
復性の判定順位を比較したものである。この場合も図4
と同じ傾向で， 図3と比べ両角度におけるしわの回復性
の判定順位の差が小さし傾き45・のi直線に近づいてい
る。また，この場合もアクリル系，羊毛は明断角度に関
係なく相対的にしわの回復性に優れ，逆に麻は回復性が
劣っているといえる。
図2-5までの結果から，同じ掬断座屈に起因するし
わでも布を構成する繊維の種類によ っ て.~断角度の途
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(3) 
図3は明断角度が60'と180'の場合lこ試料布をま式験機
から取り外してから24時間後の各種試料布のしわの回復
性を比較したものである。図2と図3から，羊毛やアク
リル系繊維は明断角度に関係なく この種のしわは付きに
くくて， しわの回復性もよく，逆に麻やポリノジック繊
維はどんな明断角度でもしわの回復性がよくない。例え
ば麻はしわの付きやすさの順位で明断角度が60'の場合
はl位.180・の場合は3位であり.24時間後においては
両角度において l位となっている。またビニロンは明断
角度が60'でしわ付けをした場合に回復性は惑いが，明
断角度が180・でしわ付けした場合に他の繊維による布と
比べ相対的にしわの回復性が良いといえる。なお，図2• 
3において傾き45'の直線上にある試料は比較している
横軸と縦軸のl順位が同じであることを示し，その直線か
ら離れるにつれて横軸と縦軸における順位の差が大きい
ことを示す。
図4は明断角度が120'と180・の場合の試料布のしわの
付きやすさの判定順位を比較したものである。図2と比
較すれば，各点が傾き45・の直線に近づき，各試料の両
角度における しわの付きやすさの差が小さ くなっている
ことがわかる。このようにしわ付け時の明断角度の差が
小さくなると. しわの付きやすさの差も小さくなるとい
える。とく に，ポリプロピレンは明断角度が180'の場合
はl位.120・の場合は2位であるが.60'の場合は9位
となり，ポリプロピレンは明断角度が大きい湯合に他の
繊維による布と比べ相対的にしわが付きやすいというこ
とになる。
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いによりしわの付きやすさやしわの回復性に大きな差が
あることがわかる。
2.布の物理的性質との関係
布の物理的性質(特に明断特性)が明断座屈に起因す
る布のしわに及ぼす影響について考察した。ここでは，
KES法による明断剛性，明断ヒステリシスの測定値を
値の大きいものから順に 1位から15位まで順位付けし，
しわの付きやすさとしわの回復性の判定順位との相関を
調べた。なお，曲げ特性 (KES法).引強強伸度(イ
ンストロン型引張試験機).圧縮特性(東洋精機圧縮試
験機)についても測定したが.J!J断座屈に起因する布の
しわとの高い相関は得られなかった。
図6は明断角度120'でしわ付けをした場合のしわの付
きやすさの各試料布の順位と各試料布の明断剛性測定値
の順位との相関を示す。各試料布において明断卸j性のもっ
とも大きいのは麻織物であり.絹織物がもっと も小さい
という結果を得た。(表2)。図から，現断座屈に起因
するしわと布の明断剛性とは高い相関関係にあることが
わかる。相関係数は0.993であった。すなわち，一般的
に明断固~J性が大きい布(興断変形しにくい布)は無理に
明断変形させた場合にしわが付きやすく.J!J断剛性が小
さい布 (興断変形しやすい布)はしわが付きにくいとい
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図6.しわの付きやすさと布の明断剛性との関係
(勢断角度:120・)
うことになる。
図7は努断角度120・でしわ付けをし.24時間後の各試
料布のしわの回復性の判定順位と各試料布の努断ヒステ
リシス測定値の順位との相関を示す。明断ヒステリシス
についても測定値の大きいもの，すえEわち努断変形させ
た布を元の状態に戻すときにエネルギー領失が大きい
表2 試料布の明断特性と曲げ特性 (KES法)
Shearing Rigidity Shearing Hysteresis Bending Rigidity 
Sample (g/ c田.degree) (g/ cm) (皿g/ω)
(at 0.5 degrees) (at 5 degrees) 
w w W 
Cotton 1.03 1.10 1.61 1.90 3.78 3.70 60.53 
Wool 0.32 0.37 0.20 0.30 0.50 0.50 53.94 
Silk 0.28 0.33 0.20 0.26 0.83 0.95 21.12 
Linen 2.69 2.48 6.50 6.70 9.15 9.08 193.00 
Rayon 1.19 1.18 2.63 2.70 6.00 5.43 55.59 
Polynosic 1.12 1.25 5目00 4.65 6.95 6.66 143.59 
Cupra 1.65 1.55 3.63 3.43 6.10 6.78 80.57 
Acetate 1.03 1.16 4.13 3.30 6.75 6.60 70.24 
Vinylon 1.98 1.93 7.03 7.21 9.30 9.35 126.15 
Nylon 1.53 1.12 2.21 1.75 4.56 5.18 91.55 
Polyester 0.72 0.81 0.80 0.15 2.80 2.66 71.10 
Polypropy len巴 1.74 1.邸 7.15 6.68 9.30 9.45 85.34 
Acrylic 0.93 0.99 2.40 3.23 4.56 5.18 66.09 
Modacrylics 0.50 0.39 0.25 0.1 1.20 0.95 264.34 
PolyCvhinoyLo l 0.97 1.19 0.90 2.30 5.38 5.98 150.63 
ride 
(4) 
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図7.しわの回復性と布の明断ヒステリシスとの関係
(明断角度=120・)
(元の状態に回復しにくい)布は努断座屈に起因するし
わが回復しにくく.J!J断ヒステリシスの小さい布ほどこ
の穏のしわの回復性がよいことがわかる。この場合の相
関係数は0.968であった。
以上のことから，努断座屈に起因するしわに関しては
布の努断特性，とくにしわの付きやすさについては布の
明断剛性，しわの回復のしやすさについては布の明断ヒ
ステリシスが主要な因子となっていることがわかる。
結 論
しわの物理的成因の途いにより各種の形状のしわが布
に付加される。ここでは各種のしわの中から努断座胞に
起因するしわについて， しわ付け時の興断角度を変化さ
せ，原料繊維の異なる15種の平織物に対しAATCCテ
スト法一128によるしわ試験を行い.J!J断角度がしわの
付きやすさとしわの回復性に及ぼす影響と布物性(特に
明断特性)との関係について調べた。
得られた結果は次の通りである。
1 )明断l1lA屈に起因するしわについて， しわ付け時の努
断角度の違いにより同じ試料布でもしわの付きやすさ
としわの回復の相対的な順位は異なる。
2 )キュプラ，ポリプロピレン繊維は明断角度が大きい
ときに他の繊維と比べ相対的にしわが付きやすく，逆
にレーヨン，麻は殉断角度が小さいときにしわが付き
やすい。
3)羊毛.アクリル系繊維は明断角度に関係なく努断座
屈に起因するしわが付きにくくて相対的に回復性もよ
く，逆に麻，ポリノジック繊維は明断角度に関係なく
この種のしわの回復性が悪い。
4)しわ付け時の明断角度の差が小さければ， しわの付
きやすさしわの回復位の判定順位の差が小さくなる。
5)明断座屈に起因するしわに関しては.布の明断剛性
が大きいものほど明断変形させた場合にしわは付きや
すく ，また布の明断ヒステリシスが大きいものほどし
わが回復しにくい。
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(平成元年10月1日受理)
Summary 
ηlere are many types of shiwa having various physical factors. In this paper. we studied on shiwa formed by the 
shear buckling. That is， we evaluated the degree of shiwa depending on the shear angle with using AATCC test method 
changing the shear angle， and investigated the relationship between the degree of shiwa and physical properties of 
fabrics 
The results obtained are as folows. 
1) By changing the shear angle， the order on the degree of the generation of shiwa and its recovery property change 
in each material of fabrics. 
2) Cupra and polypropylene fabric produces easily the above type of shiwa at high shear angle， and rayon and linen 
fabrics produce easily shiwa to produce the above shiwa at low shear angle. 
3) Wool and modacrylics fabrics are difficuIt to produce this type of shiwa and has the good recovery property， linen 
and polynosic fabrics show the counter tendency. 
4) If the difference of the shear angle issmal， the judgment on the degree of shiwa becomes to be difficuIt. 
(5) 
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5) In shiwa formed by the shear buckling， itsformation in the fabrics having the high shear stiffness is more difficult 
than that of others， and a1so the recovery in the fabrics having the high hysterisis of shear force is more small than 
tha t of others 
(6) 
